
片倉温泉デイサービス・クレド（信条）2009 年 1 月 
 

１：私たちは、デイサービス介護の分野で、最高のサービス

を提供することを目指します。 

最高のサービスとは、お客さまやご家族にとって最適な介護を提供し、高い

満足をいただけるものです。 

２：私たちは基礎的な介護力、看護力の上に、高度な技術や

応対力、対話力を身につけるため、絶えず学び、向上し

ます。 

３：私たちスタッフは、お客様を紳士・淑女としてもてなす、

私たち自身も紳士・淑女です。 

お客様の人格を尊重し、大切な方だと心から慕い、私たちが身だしなみ、言

葉遣い、立ち居ふるまいに誇りがもてるように紳士・淑女として品位を持っ

て接します。 

４：お客様は目上の方であり、人生の大先輩です。  

お客様への言葉遣いは「敬語」と「ていねい語」で行います。幼児に向かって

話すような言葉や馴れ馴れしい言葉は使用しません。 

お客さまから多くのことを教えていただき、学んでいきます。 

５：私たちはお客様にいつでもほほ笑みとやさしさをシャワ

ーのごとくふんだんに降り注ぎます。 

６：私たちは７つのコミュニケーションを大切にします。 

 ①お客様と私たち ②お客様同士 ③お客様のご家族と私たち ④ケアマネ

への報告・連絡・相談 ⑤お客様とご家族 ⑥私たち同士 ⑦地域と私たち 

７：私たちは各自で自立し、自分に与えられた職務は責任を

持って完結します。それと同時に周囲の動きを見て、全

体が適切になるよう行動します。 

私たちは助け合い協力し合うチームワークを大切にします。 



８：一人ひとりのお客様がどのように一日を過ごされること

が良いのか、どのような介護が適切なのか個別に考え対

応します。 

楽しい一日であったか、心温まる一日であったか、有意義な一日であったか、

満たされた一日であったか、そうなりますように・・・ 

９：お客様の安全を第一に考え、基本的に必要最低限のサー

ビスの提供は当然です。それに加え言葉にされない願望

やニーズをも先読みしてお応えします。 

お客様が何を望んでおられるのか、お客様のこころを読み、きめ細かなサービ

スを提供します。 

10：お客様は命という太陽がまだ地平線や水平線の上にあっ

て、輝きを放つことができる状態です。  

喜びや幸せを感じ、感動され命がきらめくようなことがひとつでも多くあれば

すばらしいと思います。 

11：認知症の方は今日あったことを帰り道には忘れられてい

るかも知れません。それでは意味がないのか、虚しいの

か。そうではない。  

私たちはお客様の一瞬が輝くようなひと時をたくさん提供していきます。その

積み重ねにこそ「生」の意義があると考えます。 

12：「ラストデイ（最後の日）サービス」という意識を持っ

て、一日一日を、その時その時を大切に過ごしていただ

くようなサービスを提供します。 

お客様にとって、デイサービスに通って来られる残された時間はわずかです。

この先は施設への入居か、病院へ入院か、あるいは「死」です。今日が最後の

ご利用の日になるかも知れません。心残りがないように、後悔しないように。 
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